
【機密性２】
空港等の周辺におけるレーザー照射行為について

空港に離着陸しようとする航空機に向かってレーザー光を照射する等の危険な行為が相次いでいる。

○ 平成２７年１０月１７日午後６時５０分頃、伊丹空港に着陸しようとし
た松山発伊丹行き全日空1648便（ボーイング737型機）の操縦室にレー
ザー光が照射されるという事案があり、国土交通省大阪空港事務所への報
告とともに、警察への通報があった。
（操縦士に影響はなく、同機は予定通り着陸した。）

○ 集計を始めた2010年７月から今年６月末までに、国土交通省に報告が
あった件数は194件。

○ 昨年１０月の事案を受け、国土交通省では、レーザー光照射事案があっ
た際には、軽微な事案であっても報告するよう各航空会社に要請したとこ
ろ（今年２月に要請文書を発出）。

○ 政府としても、これまで、レーザー照射の危険性に関するポスターを関
係省庁の連名により作成し、空港等の周辺自治体に配布・掲示（今年５
月）する等の対策を講じてきているところ。

操縦室にレーザー光が照射された場合の
イメージ（米国FAAのHP内動画より引用）

【参考：レーザーに関する規制の現状】
・ 平成１３年に改正された消費生活用製品安全法により、一定以上の高出力の
レーザーポインター（JIS規格クラス１～４のうち、３以上のもの）は、国内での
販売が規制されている。
・ レーザー光の照射により、航空機の運航に影響を及ぼした場合は、刑法（威力
業務妨害罪）又は航空危険行為処罰法により罰せられる。
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